
発達障害者支援地域協議会

本人・家族
教育関係者

医療関係者

福祉関係者

子育て支援
関係者

労働関係者 司法関係者

学識経験者
（おもな協議事項）

• 発達障害児者支援の体制整備

• 関係機関の取り組み状況の情報共有

• 関係機関のネットワーク・連携の強化 など

(令和６～８年度の協議テーマ）

  「地域とともに進める発達支援」
過去の報告書は
こちらの
二次元コードから ⇒
(仙台市ホームページ)
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発達相談支援センターアーチル（平成14年4月開設）

• 「早期出会い」、「生涯ケア」の実現

（乳幼児から成人まで一貫した相談支援体制の整備）

• 仙台市が設置・運営

発達障害児・者の「育ち」と「暮らし」を支えるアーチル

昭和53年度～昭和63年度

乳幼児
（０～年長）

学齢児
（小1～18歳まで）

成人
（18歳以上）

平成元年度～平成13年度

平成14年度～

心身障害者相談センター

発達相談支援センターアーチル

児童相談所 更生相談所

アーチルの機能
①児童相談所一部業務
〇障害児に関する相談・調査・指導
・判定（療育手帳）・施設入所

②知的障害者更生相談所
〇知的障害者に関する専門的
相談・指導・判定（療育手帳）
及び関係機関の支援

③発達障害者支援センター
〇発達障害に対する専門相談支援

④診療所機能（H30～）
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アーチルの組織

成人支援係 成人支援係

「アーチル」という愛称は、「アーチ(橋)」と「パル(仲間)」をかけたものです。センターが
障害のある方やそのご家族と地域の様々な方との「架け橋」になるようにとの願いが込められています。

北部アーチル
(平成14年4月開所)

南部アーチル
(平成2４年1月開所)場 所：泉区泉中央

担当区：青葉区
宮城野区
泉区

場 所：太白区長町南

担当区：若林区
太白区

総務係

企画調整係

乳幼児支援係

学齢児支援係

総務係

乳幼児支援係

学齢児支援係
医師(南北兼務※)
常勤 2名

非常勤 14名

職員数（再任用・会計年度任用含む）

北部 89名

  南部 57名

仙台市（令和7年度）

政令指定都市（5区）
人口 約109万人



①バックアップ・コンサルテーション
②連絡調整
③システム作り

生涯にわたる
一貫した相談支援機能

コーディネイト機能
（環境調整）

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

相談支援事業所

学校

教育委員会

福祉サービス
事業所等

就労先

保育所（園）
幼稚園
児童発達支援C・事業所等

相談支援事業所

乳幼児期

学齢児期

成人期

移行

移行

放課後ケア事業所

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

①将来の見通し
②24時間の生活

③本人の視点
で相談支援

アーチルに求められる2つの機能

・健やかに育つ
・地域で生き生きと暮らす
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仙台市は身近で、
通いやすい地域に
通園機能を整備

・・・児童発達支援センター（旧知的障害児通園施設）

・・・アーチル

・・・児童発達支援センター（旧親子通園）

①11か所の児童発達支援センター（旧知的障害児通園施設等）を
仙台市が指定管理で運営

②各センターに地域相談員を1名配置して地域支援（H30)

児童発達支援センター （10万人に1か所）

仙台市はアーチルと児発センターが
連携協働して、療育センター機能を

担保（仙台方式）
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行政教員増員の推移

昭和
53年度

平成
元年度

心身障害者相談センター設置

児童相談所設置

14年度 アーチル開設

南部アーチル開設

南北二館体制に向けた準備

15年度

16年度

21年度

相
談
件
数
の
増
加

配
属
さ
れ
る
行
政
教
員
の
人
数
の
推
移30年度 H30年度からは南北併せて8名体制

教育と福祉との連携体制強化

24年度

26年度
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令和
3年度

北部学齢児支援係長に行政教員を配置(9名)

６年度 地域支援専従職員として2名増員(11名)

アーチルに
配置される
行政教員は
令和6年度で

11名体制
※アーチル後は特別
支援教育課指導主事
や管理職として勤務
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アーチル相談総数の推移

令和6年度 相談総数 12,371件（前年度比 －162件）

新規 1,980件 継続 10,391件

新 規

継 続

年間1万2千人を超える
相談件数
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新規相談（初回）開所からの相談件数推移
（ライフステージ別）
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乳幼児

677

1,074

229

学齢児

成 人

コロナの影響

乳幼児相談・学齢児相談は
増加傾向
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アーチルに相談歴のある児童の割合
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仙台市人口（R7.4.1) アーチル利用者の割合

就学まで一学年あたり

８人に１人
小１～高３まで一学年あたり

７人に１人
一度はアーチルに相談来所した経験あり

令和７年９月１日付確定版
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アーチルの相談来所する層の変化

知的障害を伴わない発達障害
ASD(自閉スペクトラム症)、 ADHD（注意欠如・多動性障害）

LD（学習障害）、トゥレット症候群、吃音など

・知的障害
（知的障害を伴う自閉スペクトラム症なども含む）

・身体障害
（18歳までの脳性麻痺や二分脊椎など）

・重症心身障害

従来の障害者福祉の
対象

アーチル開所以降
全ライフステージに
わたって相談増加

発達障害とは言い切れないケース

開所当初の相談の中心

発達障害者支援法施行（H17）
や特別支援教育開始（H19) 

以降に増加

平成27年度以降増加



本市における就学前支援療育システム
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児童発達支援
センター
(市内11か所)

保健福祉
センター

本人・家族

医療機関

その他

保育所・幼稚園
認定こども園

○神経発達症ｸﾞﾙｰﾌﾟ
 （7回）

○精神運動発達遅滞ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（半年）

○運動障害ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（通年）

初期療育
グループ発

達
評
価
・
対
応
助
言

保
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者
支
援

等

保育所
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学
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40%

初期支援プログラム
ペアレントプログラム



地域とともに進める発達支援

成人

就労先

障害福祉サービス事業所

大学・専門学校

相談支援事業所

学齢児

児童館

放課後等デイサービス

学 校

保育所等訪問支援実施事業所

短期入所実施事業所

相談支援事業所

乳幼児

児童発達支援センター
児童発達支援事業所

幼稚園・保育所
保育所等訪問支援実施事業所

相談支援事業所

本人らしい自立と
社会参加

◎インクルージョンの
推進

◎障害福祉サービス実
施事業所の充実

現状・課題

縦の連携

横の連携

余暇の場

習い事・サークル
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